











現代社会のなかでいかに行動するべきかを共通の課題として研究を重ねてきた。また、メンバーは各自個人テーマを設けて検討し、研究会で議論を行い、それを踏まえて社会教化者養成講座の講義を展開してきた。これまでのテーマとしては、寺報作成や成道会運営といった具体的に布教教化に関わるものから、自殺、脳死・臓器移植問題など社会問題や生命に関わる問題があり、昨今では地域社会と仏教、仏教の社会貢献についても対象としている。講座では、知識を増強するというよりも、むしろ学生自らが現実的な課 に関心をもち、情報収集や状況分析を通して思考し発言するよう促すことに主眼を置く。 によって学生が自分の 解決 根拠として、生 教学や仏教理解を身につけることができると考え いる。ただし、研究会活動に対しては、課題が広範すぎ 研究成果が見えにくいとの指摘もある。こうした意見を受け止めつ 、本稿では、研究会の活動報告として、個人テーマの考察の一端を発表したい。
筆者が社会教化演習Ｃ「現代における世界の仏教徒」の講義 も取り上げ、特にその動向に注目しているのが、本稿のタイトルでもある「マインド











































反キリスト教的、反体制的意識の盛り上がりのなかで流行したブームであった。ビート世代、ヒッピー世代においては、東洋の神秘のなかに自己の精神的高揚を求め、社会や地域を構成しているキリスト教的文化や制度に対抗する体質をもっていた。ところが、七〇年代になると、仏教を自分たちの文化として捉えなおすようになり、ベトナム戦争 長期化するにつれて、禅センターのなかで自己の恍惚のみを求めるのではなく社会的に活動していこうという意識が芽生える る。そして禅センターなどでは、日本人開教師 はなくアメリカ人改宗者や在家修行者が指導的役割を担うようになっていった。八〇年代には仏教の大衆化がなされるにつれて、これまで明るみにならなか 指導者によるスキャンダルが発覚する。サンフランシスコ禅センターの指導者リチャード
･
ベイカーや、ロサンジェルス禅センターのタイザン・マエズミや、チベット人在家指導者のチョギャム・トゥル

































意味がよく理解ができなかった。インド文献における「観（ヴィパッサナー） 」は「止観」 いう一連の瞑想法として重視されており、テーラバーダ仏教に限ったものではない。しかも「念（マインドフルネス） 」は「観」のみに関係するわけではないからである。これは次のように理解すべきである。つまりヴィパッサナー瞑想とは、テーラバーダ仏教に伝わ 修行法のなかで、近代になってミャンマーにおいて大衆化され、他のテーラバーダ仏教圏やインドや西洋諸国に 伝わった瞑想法のことで 西洋的 アレンジされた短期集中型プログラムを含む。この瞑想 典拠は主に「念（マインドフルネス） 」を説く『入出息念経』 （
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信者たちに簡潔に教えるなかで、僧侶の行う瞑想法 一つ あるヴィパッサナー瞑想をシンプルな形で指導するようになった。ヴィパッサナー 大衆化という流れの中でマハーシ長老は 一九四八年に樹立された新政府のもとヤンゴンに瞑想センター（
M
ahāsi Sāsana Yeiktha ）を創設した。さらに




























































Ｓの場合を紹介すると、現在主要な指導者は十六人、それ以外にもアジア人僧侶などがおり、それぞれが異なるグループで指導にあたる。期間は週末のみのものから一週間、三ヶ月、半年 ど様々で、参加者はセンターに住んで寝食を共にしながら瞑想や学習に専念する。通常、早朝五時～夜十時までの間に、坐禅瞑想と歩行瞑想を各四十五分ずつ６～７セット行い、朝と夕に菜食の軽食、昼に主食をとり、夕方 教師の法話や意見交換の 間を一時間もうける。
瞑想プログラムのなかで根幹となるのが、マインドフルネスである。修行者は『入出息念経』と『念処経』に説かれる方法を指導される。ここで両
































八週間プログラムの内容は次の通りである。第一週～第二週： 　十分間 呼吸法と、四十五分間のボディスキャン。ボディスキャンとは、仰向けに って、足先に意識を集中させ徐々に上に向
かい頭頂部へと意識をうつしていくこと。このプロセスのなかで体の各部分が呼吸と共に動いていることを感じていくことである。体 一部に痛みがあるときは、他の部分へ意識を向け こと より、痛みを緩和することができる。また反対 その部分に集中することにより、痛みがそこから生じているもの を見定める。
第三週～第四週： 　呼吸法は十五分～二〇分。四十五分間のボディスキャンとヨーガを一日ずつ交互に行う。ヨーガとは、特定 ポーズを取り、バ
ランスをとっている一々の瞬間に集中することである。これによって、集中力と忍耐力を得 ことができる。また体の各部分の結びつき、意識と体の一体感、自分 外界との 体感を体験する。
第五週～第六週： 　四十五分間のヨーガと静座瞑想を一日ずつ交互に行う。静座瞑想と 、呼吸への集中を基本とし 心に浮かぶ様々 事柄に意識
を向けそれが単なる心の創造物だと観じるこ 、またその事柄が瞬時 生滅する 意識 であ 。 こでは「自己」と う観念や様々な執着が出てこないように注意する。
第七週～第八週： 　毎日四十五分間、自由な組み合わせで実践する。第八週に 、クラスの終了後も実践できるよう独自のプログラムを作成する。このプログラムを指導するのはクリニックを訪れる患者に対してばかりではない いまや受刑者、教育者、会社経営者にも及ぶ。特にスポーツ選手
の精神修養としても知られて る。スポーツ心理コンサルタント ジョージ・マンフォードは、数々のヴィパッサナーセンターで訓練を積んだのち、カバットジンのもとで五年勤務し、 九八六年から刑務所や学校や企業での指導 従 してきた。彼を著名にした は、ＮＢＡチームのヘッド・コーチ、フィル・ ャクソンに雇用さ たことである。一九九三年よりシカゴ・ブルズ、ロサ ジェルス・レイカ ズで瞑想を指導し ブルズを三度、レ
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大正大學研究紀要 　第九十四輯































































いったトレーニングはな 、スポーツや休憩時間を設けた生活のな で、穏やかな心と人間関係 育むプログラムを展開する。それ 彼の教えのキーワード「相互存在
inter-being 」の実践でもある。
まとめにかえて～日本における関心～
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